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LAST PLACE OF PRIVATE MEDIA
APPROACH OF INHERITTING CLIMATE AT LOCAL VILLAGE
中野日向子
Hinako NAKANO
主査　渡辺真理　　　副査　北山恒・下吹越武人　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　There are many small local village in Japan. A lot of those are now disappearing. I think we have to face 
with this issue as an architect. Meanwhile,We cannot be igrored to big city's problem,a social problem 
arising from over-population in a big city. I suggest to connect with local-problem to city-problem.
　So,I'm faced with this issue in Suzaki,Ishikawa.
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　本提案では、人口減少・集落消滅という都市的な問
題と、個人の蔵書に関する個人的な問題のふたつに焦
点を当てる。縮小に向かう地方集落個々固有の、生き
ぬくための「知恵」や暮らしを豊かにするための「居
心地の良い場所」などの「居住」性、その暮らしをそ
れとたらしめる気候、土壌、立地などの「土」性を建
築によって顕在化し、残す。「無居住化」に向かって
いる地方集落の「終活」について検討したものである。
　私は大学３年から当時の研究室の縁で新潟県十日町
市小出集落に通っている。そこは四方山に囲まれた高
齢化の進むちいさな集落。毎年集落の神社で開催され
る夏祭りに参加しているのだが、今年は例年に比べて
がくっと人数が少なくなっていた。原因は、集落の高
齢化の進行によって高台の神社までのぼって来ること
ができなくなった人の増加だった。それをきっかけと
して、私は人口減少時代における、地方都市の個々固
有の気候風土から生まれる生活や生きる知恵などの遺
産ともよべる消滅の問題を建築の視点からどのように
取り組むことができるかということを主な研究テーマ
にしている。高齢化と人口減少は日本全体で起こって
いる避けがたい問題である。日本の構造ががらりと変
化する 30 年後以降、日本のすばらしい原風景とよば
れるような、「土」性「居住」性から起こる風土を守
るにはどうするべきなのか。能登半島の最先端に位置
する市、石川県珠洲市で考える。
　主を失った蔵書（書籍に限らない、という意味合い
をもたせるために、ここではプライベートメディア群
と呼ぶ。）を受け入れ、保存管理・公開するための、
メディアアーカイブ施設と、それに付随する宿泊施
設。
「価値あるプライベートメディア群」を後世の研究の
ために残すことを目的としたコンソーシアムを設立
し、継続して運営することができるシステムとする。
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３　提案概要
PHASE-1 PHASE-2
　図 1 コンソーシアムの構成
　図 2 計画のプロセス
ⅰ．地方風土の消滅
（A）都市的な問題 - 地方風土の消滅−
　都市の人口減少、高齢化は全国的な問題である。私
はその中でも住まう最小の単位である「集落」に焦点
をあてる。コモンズがコモンズたりうるには 150 人と
されているが日本の多くの集落はその数値を満たして
おらず、共同体というよりは「家族」スケールへ縮小
してきているため、年中行事や海畑の生業機能が維持
できなくなってきている。
　しかし都市から離れた場所で生き続けてきた人の生
活は文化的に価値のあるものであったり、経済が高度
経済成長期以前の規模に戻って行こうとして行くこれ
からの日本を支える資源を有している可能性を含むな
ど「ゼロ居住集落」となっても土地を維持管理しその
風土を守り次世代に継承してくべきであると考える。
(B) 子世代に続かない問題を抱える縮小集落
　石川県珠洲市折戸町須崎
　総人口　：　43 人
　世帯数　：　22 人
高齢化率：　74％
空家数　：　8 軒
記録がある限り、江戸時代より４代にわたり住み継が
れている。年中吹付ける海からの強い季節風と、厳し
い冬を乗り越えるための生きる知恵が住宅の配置と生
活動線から読み解くことができる。
（C）団塊世代のいなくなる 30 年後の集落消滅
住まいの利用から見る時間の単位として、30 年ごと
の「世代の時間」が想定される。共同体の最小単位で
ある須崎は 43 人であり、「共同体が共同体であるため
には 150 人」である必要があるというダンバー数（「ロ
ビン・イアン・マクドナルド・ダンバー (Robin Ian 
MacDonald Dunbar 1947 年 6 月 28 日 ) はイギリスの人
類学者、進化生物学者。「ダンバー数」の定式化で知
られている人物。人間にとって、平均約 150 人（100-230
人）が「それぞれと安定した関係を維持できる個体数
の認知的上限」であると述べている。」）の考え方から
すると、この集落は共同体であるよりむしろ「家族」
の関係性に近いのではないか。
４．問題提起
　図 3 計画対象集落の人口・世帯調査
ⅱ．蔵書廃棄
　（A）個人的な問題 - 著名人の蔵書の消失−
学問的に重要であった人物の蔵書が行き場を失ってい
る。個人の蔵書が廃棄・返却される問題が多く取り上
げられている。
ここにおける問題の焦点は、メモ書き、アンダーライ
ン等の「付随的情報」がすべてそのままの群として保
管されることが後の研究活動の発展に役立つ重要なこ
ととし、現在の公共システムではそれが必ずしも保存
の対象ではなくなることにある。
　（B）蔵書における「付随的情報」の価値について
学者が所蔵・活用した文献は、単に古びて書き込み線
が引かれた「汚れた」書籍に見える場合がある。しか
しその専門分野の人間から見るとそれこそ貴重な資料
であると考える。しかし、図書館法には「図書、記録、
その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般
公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエー
ション等に資することを目的とする施設」（2 条 1 項）
とされる。「一般公衆の利用に供して」とあることか
ら、学者個人の「付随的情報」は保存に適しておらず、
保存における優先順位は下がると思われる。
ⅰプログラム
　・メディアアーカイブ施設
　・宿泊施設
　個人の蔵書を保管するメディアアーカイブ施設と、
それに付随する宿泊施設。様々な分野の貴重な人物の
メディアを群として保管する空間のなかで、なかば埋
もれるようにして読書、研究に没頭する長期宿泊を
ターゲットとする。その中に集落の住民のためのふた
つめのリビングとなるような居場所を組み込む。
　消え行く地方集落のさいはてといわれるような場所
的特性の価値を上げ、無居住化に向かう中で個々固有
の「居心地良さ」をのこしていくことができるのでは
ないかと考える。
ⅱ設計手法
　農作放棄や高齢化によって荒廃した斜面地に計画す
る。
　能登半島の最先端に位置する市。本州に面した内
浦、日本海に面した外浦に分けられる。珠洲市は能登
半島の中でも気候が非常に厳しく、独自の文化が形成
されてきた。少子高齢化による人口減少が著しく、日
本でも最下位を争うほどの消滅可能性の高い都市。
 また、世界農業遺産に登録されている。2011 年、当
時日本初。国際連合食料農業機関（FAO）が認定する
制度。19 ヶ国 45 地域、日本では 9 地域。
６．設計
５．敷地
　図 4 著名人の蔵書に関するニュース
　図 5 珠洲市の伝統芸能と地図
　図 6 新築棟平面図 一部 (S=1:200)
　図 7 新築棟断面図 (S=1:200)
　図 8 空間イメージパース
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５　敷地
して DS11 にて半年多くの貴重なご意見を頂きました
飯田善彦先生に深く御礼申し上げます。
　そして、現地調査に協力いただきました珠洲市のみ
なさん、ここまで力を貸してくれた後輩のみなさんは
じめ、協力いただいた多くの皆様へ感謝の意を申し上
げます。
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ⅰこれからの人口減少時代に建築ができること
　日本全国で人口は減少を続けており、都市はより一
層コンパクト化し、地方集落は縮小して行くだろうと
言われています。本修士設計及び研究では、そんな時
代に向かっている私たち建築家に求められることとは
一体なんなのか、考え続けていました。建築が建つこ
とによって内外の新たな空間の関係と、周辺環境の変
化が起こります。この建築の特性を、消え行く地方集
落の個々固有の空間的特性やその魅力を残し、伝える
手段として積極的に考えて行くべきだと感じます。ま
た、地方集落に新しく建築を計画する意義は非常にあ
るのではないかと考えます。
　また、都市のコンパクト化に向かう時代の一方で、
その対局にあるさいはての地に次世代の暮らしやその
基盤を見いだすという方向にも時代は向かって行くの
かもしれないとも思っています。そのような希望を
持った人々がアクションを起こすときに、このような
パブリックな空間が都市とさいはてをつなぐ重要な役
割を担うことになるだろうと感じています。
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